
 

 

第４回 交通管制安全情報分析委員会 議事概要 

 

 

１．日 時：平成２９年６月２３日（金）１０：００～１２：００ 

 

２．場 所：中央合同庁舎第２号館低層棟１階 共用会議室３Ａ 
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４．議事要旨 

 

（１） 交通管制分野における安全の向上のための取組みについて、事務局より

報告がありました。 

 

（２） 平成２８年度に交通管制分野における業務提供機関より収集した安全情

報に対する統計分析、再発防止策の的確性及び今後の対応について、各

委員により審議が行われました。 

 

（委員からの主な発言） 

 交通管制分野の安全情報は、データの蓄積が３年分あり、傾向がいく

つか見えてきていると思う。分析を通じて、より一層の安全を進める

と同時に、より良いデータ分析手法を検討していく必要がある。 

 

 ３年分のデータが蓄積されてきたが、まだ統計的に解析するまでには

至っていない。収集したデータを分類して説明ができる段階だと理解

している。単年度の結果の説明もさることながら、さらに詳細な分析

において、事象とその原因との関係を見出していくことが重要であ

る。 

 

 地上機器・施設については、重要度を分類し、予防保全型でいくの

か、故障時に予備品で対応する事後保全型でいくのか等、メリハリを

付けた保全を考え、効率的な管理手法を注視していく必要がある。 

 

 屋外施設は、地震、台風等の自然災害の影響を受けていることから、

どういった自然災害にどの施設が弱いのか注視していく必要がある。 

 

 地上機器・施設障害は、一次的な要因として自然災害の影響や設備の

老朽化がある。一方、その裏側には運用・保守を行う職員がいる。職

員の人数が減少しているなかで、一人一人のワークロードが大きくな

っていくなど、今後は運用・保守の背景にある要因を考えなければな

らない。 

 

 人的なリソースが減って、取扱機数が増えている状況において、新し

いシステムを取り入れていく必要性が今後いっそう高まるだろう。ワ

ークロードが減るようシステムをうまく活用することを期待する。一

方、システム依存率が上がると、システムの維持運用の問題が今まで

以上に重要な課題となるため、システム自体の信頼性向上と同時に、

維持運用に関するスキルアップ、エラー防止等を注視する必要がある。 

 



 

 複合的な要因が複雑に絡み合って起こるインシデントを詳細に分析す

るためには、個々の要因を捉えられかつ複雑な問題全体を階層的に捉

えることができる手法が必要である。そういった要件が必要だという

ことを理解した上で、現場で使い易く、有益な知見の得られる分析手

法・方法を編み出すことが必要となる。 

 

 リスクベースでの分析は、シナリオありきで進んでしまうケースが多

いが全てのシナリオを抽出できる保証はない。望まれない重大事象を

想定し、それに対して原因分析を行い事前に対策を得るということも

検討されたい。 

 

 停止線灯システムなどは滑走路誤進入を防ぐために、管制官とパイロ

ットの意思疎通を補完する有用なツールとして活用されている。この

ような施設は広範に整備することを進めていただきたい。 

 

 エンルートのニューサンスＲＡ対策について、参考までに、海外で降

下及び上昇率を指定するというノータムを出して、ＲＡの発生を防い

でいるという事例がある。 

 


